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一人は饗殿に侍る。饗殿内では司香が神刀をとりあげ（図5），司祝がそれを受取り前進する。
司姐官は拍板を鳴らし，三弦，琵琶を奏する。司祝は叩頭し，司姐は「郭羅羅」と唱う。侍衛も
また「都羅羅」と唱う。司祝は神刀を手に握り，三回祝を唱え，一回神歌を諦する。このように
三回神歌を謂し，九回祝を唱えた後，亭式殿に入り，叩頭し，神歌を諦し，祝を三回唱え，合掌
して神をたたえる。亭式殿の司祝はひざまづいて祝す。もし皇帝が堂子に詣で自ら祭天の儀礼を
執り行なう場合には宮廷儀礼に従い儀伎隊が出動する。
樹柳枝求福儀礼
　求福儀礼は朝祭か夕祭の際，もしくは単独で行われる。祭祀の数日前司姐官，司姐，司香らは
九家満州族の所へ行き，絹糸と絹のはぎれを集めてなった二本の紐に小さい正方形の絹布を挟み
込んだものを用意し，礼酒を醸造する。祭祀の前日，二人の司姐官は司姐二人，司姐満州二人を
伴い，’滅台へ赴き，奉辰院の官貝立ち会いのもとで，丈九尺周囲三寸の形の整った柳の木を一株
切り出し，黄色い布で包み，坤寧宮に持ち返る。柳の木は，祭祀の当日坤寧宮戸外の廊下の真申
に立てられる。柳の枝には紙銭と三色の絹布を三枚掛ける。
　神位の安置は朝祭，夕祭と同様，西側のオンドルに仏菩薩，関聖帝后，薩満諸神を奉る。神慢
を吊り下げ，各種の供物を供える。福を求める神箭には，練麻と九家満州族から集められた綿糸
でなった綿の縄が一本結び付けられている（図6）。もう一本の縄には様々な色の絹布が巻かれ，
一方の端は西側の壁，もう一方の端は戸外の柳の枝に結び付けられる。皇帝，皇后が自ら儀礼に
参加する場合は坤寧宮に入り，南に向かって立つ。司祝は神刀を取り，祝を唱えること三回，唱
えるごとに太監は「都羅羅」と唱う。祈祷が終わると司祝は神箭を戸外に持ち出し，柳の木に向
かって高々と掲げる。そして練麻で柳枝の塵をはらいながら神歌を朗謂し，その練麻を皇帝に献
上する。皇帝は三回しごいてふところにしまう。太監は拍板を鳴らしながら「都羅羅」と唱う。
この儀式を三回繰り返したあと，皇帝，皇后に綿の紐を献上する。皇帝，皇后は叩頭し，西のオ
ンドルにすわり，酒を柳の枝にかけ，卓に供せられた菓子を柳の枝につきさす。最後に福昨をも
らうと儀礼はすべて終る。余った福昨は外に出してはならず，司姐および宮中の太監らで余すと
ころなく分ける。魚のうろこ，骨は司姐官が持ち出す。柳枝に突き刺したすべての菓子はみなで
食し，これも残してはならない。
　以上のように，夕祭，立桿大祭，樹柳枝求福祭は，満州族の薩満祭祀の中でも最も重要で特色
のあるものであり，基本的に満州族の薩満祭祀の古俗を残している。清代宮廷の薩満祭祀は，皇
帝の諭旨に従って民問で野放しに行われていた祭祀儀式を体系化，典礼化し，民族の祭祀儀式に
発展させ，清代末年に至るまで三百年近くの間，ずっと維持されてきたものである。薩満信仰の
研究を行うにあたって，この文化現象を無視するわけにはいかない。偉佳は『記清宮的慶典，祭
祀和敬神』の中で，次のように記している。「私が内宮で皇帝のご学友として学んでいた頃，太
監の誘いで坤寧宮に行き，跳神の様子を二度見たことがあった。坤寧宮に着くと，まず年殿の外
の東南の隅に楠の木の神桿が立ててあるのが目に入った。神桿の上部には寵用の物がついていて，
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中には五穀と雑穀が入っていた。これは“神鳥”に捧げるのだという。坤寧宮の西のオンドルに
は，聞いたとおり，薩満神が祭られていた。正殿の中には二つの長いテーブルが置かれ，その上
には銅の鈴鎖，琵琶，三弦，太鼓，揺鼓，檀板，神刀，神箭などが置かれていた。しばらくして，
二人g“薩満夫人”（薩満教の巫祝）が入ってきた。彼女らは刺繍のほどこされた長抱を身にま
とい，一頭にはかんざしをつけ，足には刺繍のついた花盆底の靴を履いていた。やがて一人が三弦
を弾き始め，もう一人が数珠になった銅鈴を腰にまき，片手に揺鼓を持ち，片手に檀板を持ち，
跳びはね始めた。彼女はまず中央で跳びはね，それから四方に向かって跳びはね，その間中ずっ
と，満文の歌の文句をぶつぶつと唱えていた。太監たちは，彼女が唱っている内容は，天地神砥
と四海神霊に対する求福求禄，駆魔乖云病の祈願を意味しているのだと教えてくれた。」また彼は「私
は宮内で毎日二頭の豚が蒼震門から運び入れられているのを見た。聞くところによるとこれは薩
満が祭神の時に使うのだという」ユ5とも記している。これらの文章から，清代宮廷の薩満祭祀は
清末までずっととぎれることなく続けられていたということがわかる。
6．清代宮廷薩満禁忌
　清代の薩満祭祀は宮廷内に限られるものではなかった。『満州祭神祭天典礼』によれば，宮廷
に居住する皇子，紫禁城に居住する皇子，王，貝勤，貝子，公侯伯大臣官員及び閑散満州族は，
坤寧宮に神を奉る宮中居住の皇子以外は，すべて自分の屋敷内で祭祀を行った。麟慶はその著書
『鴻雪因縁図記』の「五副神祭」の申で，道光十五年（1835），自分の屋敷で行った薩満祭祀の模
様を記している。その儀礼はすべて『満州祭神祭天典礼』に従って挙行された。
　薩満祭祀に伴う禁忌習俗は次の何点かに要約される。
ユ．大内以下，閑散宗室覚羅，及び伊ホ根覚羅，錫林覚羅などの姓を持つ満州人の祭祀には，だ
いたい豚が用いられる。大内では毎日の朝・夕祭に豚二頭，祭天には豚一頭を用いる。春秋の大
祭，馬神祭には豚一栗を，求福祭には鯉を用いる。子供がはしかにかかった場合には豚は避け，
菓子を用いる。崇りをはらう場合には，子豚が用いられる。
2．満州人が祭祀に用いる酒と菓子はすべて自分の家で作り，市場で買ったものは用いない。大
内では特設の神厨で各種祭品を作る。
3．すべての神位は正室に祭られなければならない。背灯祭祀の肉は門外に出してはならない。
朝祭の肉も骨と皮以外は外に出してはならない。祭肉を食べるときには，奴隷が家の主人に命じ
られて使いに行く場合でも，肉を食べながら外出してはならず，かならず肉を飲み込んでから祭
室を出なければならない。
4．祭祀に豚を用いる満州族の家でも，墓祭や葬式に遭遇した場合には豚は用いられない。これ
は皇帝の陵寝殿の祭祀の場合も同じである。
5．祭神に用いられる豚は，必ず純黒毛で，雑毛が混ざっていてはならない。
6．生け賛の動物を飼うすべての満州族は豚を祭室の院内に入れてはならない。ユ6
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必ず殺して（原文では“省”。殺の字を避け省の字を用いる）祭る。これと関係する詞も禁忌と
きれる。たとえば「豚が死んだ」は「気息」，背灯祭の豚は「棚牲」，紙銭を焼くことは「化之焼
燈」，豚の頭，蹄の毛を剃ってしまうことを「刮之」あるいはr帰之」という。
7．すでに祭品を作って並べ，酒を醸造した家では，喪家に言ってはならない。もしやむを得ず
喪家に行く場合には，新月を待って祭を行うか，あるいは衣服を着替えて沐浴する。後者の場合
は三日後にやっと祭室に入ることが許される。その家で葬式がある場合には，神位を暫定的に清
めら杵た場所に安置しておく。喪に服しているときには，大門の外で孝服を脱がなければ，院内
に入ることは許されない。そうした場合でなくとも，院内に入るには顔と目を洗い清め，草を燃
やした火を跨いで身を清めなければならない。
8．祭祀の部屋及び院内には，鞭をもって入ってはならない。祭室内では泣いたり，人を責めた
り，悲しい話をしてはならない。また忌み言葉や悪い言葉も慎み，嘉祥吉慶の言葉を話さなけれ
ばならない。
　以上の禁忌は康煕帝が繰り返し故老に下した旨である。いわゆる忌詳の事は厳密に訓戒され，
家訓の重．要な内容となっていった。
　満州族は薩満を信仰する民族であり，薩満文化はその政治，杜会生活においてきわめて重要な
役割を果たしている。満州族はその巨大な軍事力によって中原に入り，統一王朝を建てたが，そ
こで漢族文化を大量に吸収することになった。しかし清代の最高統治者としての政治的な要求と，
白山黒水以来の歴史を記憶にとどめ民族の結束力を高めるためにも，薩満文化が必要とされたの
であった。とくに乾隆帝の代には，満州族の薩満信仰は宮廷の典礼形式によって固定化され，ま
た聖訓として代々受け継がれていく。これは中国の歴代王朝において極めて異例の出来事であっ
た。清代宮廷の薩満祭祀は民間の薩満信仰の粋を集め，宮廷儀礼に体系化したものであり，我々
の薩満信仰研究におけるもう一つの重要な研究領域に豊富なデータを提供してくれている。この
ような意味から，清代宮廷の薩満祭祀は独特な文化的価値を備えていると言うことができるので
ある。
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13、清嘉慶二十三年（1818）刊殿版本『大清会典事例』。
ユ4．紀的等総編『四庫全書』『満州祭神祭天典礼』。
15．偉佳『記清宮的慶典，祭祀和敬神』『晩清宮廷生活見聞』文史資料出版杜，1982年。
16．索寧安『清州祭天祭神典礼序』「恭満州旧規，最重渥轍庫（満州語で神位のこと）跳神祭祀之礼。大凡
　　供神立神桿之家，如遇従外而胞入馬戸，馬累，馬，猪等様牲畜及鞭等物所有穿者，戴白毯帽，戴無綴帽之人，
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訳注
①ドーソン『蒙古史』下巻，田中革一郎訳補，岩波書店，1938，190頁。
②同上，上巻，107頁。
③金の人。景祖の曽孫完顔宗翰の本名。
④柱のこと。家屋の広さを表わす数詞。
⑤うどん粉でつくった菓子。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（志賀市子／筑波大学大学院歴史・人類学研究科　訳）
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